
日常の安全と危機管理に向けた取組

安全運行を支えるために、車両や線路、信号設備、電力設備等
の鉄道施設について、技術部門が技術基準に基づき計画的に
点検・保守を行い、適切な状態を維持しています。特に東京
メトロ特有の取組として、トンネルの長寿命化があります。外部
有識者の指導を仰ぎながら、全路線のトンネルの詳細調査・劣
化診断・将来予測などを行っており、トンネル内は地上部に比べ
環境の変化が少なくコンクリートの劣化が進行しにくいことが判

列車の運行に際し、駅・総合指令所等の連携のもと、駅間又
はホーム上それぞれにおいて、駅係員・乗務員（運転士・車掌）が

明しています。
一方、漏水が発生している部分（特に地下水に塩分が含まれる

場合）は、劣化の進行が早まるリスクがあるため、日常の巡回や
2年ごとに行う通常全般検査、20年ごとに行う特別全般検査、検
査に基づく補修・補強工事を確実に継続するとともに、塩害対
策工事などの長寿命化技術の研究にも積極的に取り組み、トン
ネル維持管理レベルを高め、トンネルの長寿命化を図ります。

お客様の安全確認を行い、必要に応じ総合指令所の指示を受
け、安全・安定輸送に努めています。

□ 鉄道施設の維持管理

□ 安定運行の管理
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日常の安全と危機管理に向けた取組

環境配慮型車両13000系の前で

　車両部の中には、車両を分解して点検・修理する工場と、日常的な点検・修理をする検
車区があります。どちらの業務にも共通していることは、強い使命感と責任感を持って
作業することです。車両という大きなものを点検しているため、チームワークを大事にし
ながら作業中の声掛けや作業終了箇所を何度も確認することで、作業の見落としがない
かを徹底します。車体の小さなネジ１本の緩みも故障や事故につながる可能性があるた
め、気を張り巡らせて作業に集中し、東京メトロの安全・安定輸送を支えています。

Metro's Voice 私たちが安心を支えています。
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